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1  は  じ め :こ

転換畑において,大豆,麦などを連作した場合に,病害

虫の多発,土壌養分の偏重などのために生産性が不安定と

なるが,これを回避するために圃場に水田を経歴させる田

畑輪換形式がとりいれられることが多い。筆者らは大豆 ,

麦などの連作条件のなかで,休閑期を利用して湛水処理を

行うことにより,日畑輪換方式に近い効果を得るものと考

え,本試験を実施した。このような湛水処理の試みは既に

各地でなされているが
1),作物の耐病性との関連や,地力

要因変動との関連は必ずしも明確でない。ここでは特に土

壌の還元化にもとづく大豆黒根腐病の防止,作物生産性と

の関連などについて検討を加えた。

2試 験 方 法

湛水を行うための休閑期としては,大豆播種前の春期と,

大豆 麦体系の中で大豆を 1作休閑して行う夏期の場合の
二つの方法をとりあげた。春湛水については表 1に示した

ように湛水時期は 5月 6日 ～ 6月 9日 の34日 間とし,代掻

湛水とした。湛水に当たっては表 1に示した内容に応じて

処理を行い,湛水終了後,土壌を乾燥し,耕起して大豆を

搭種した。湛水処理は昭和61年のみとし,61年大豆は晩播 ,

62年は普通播きとした。したがって62年は前年実施の湛水

処理の残効を確認する形となった。

表 1 春湛水処理区試験区の構成及び作付体系

年度・項目

名区

61年 春湛水時処理
61年晩播大豆 62年普通播大豆

春 湛 水  有 機 物  石灰窒素

1 春湛水区
2  ″ 有機物区
3  ″ 石灰窒素区
4  ″ 有機物 石灰窒素区
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注 春湛水時期 6156～ 69(34日 間 ) 1区面積 90″ 1連
ネ62年の品種の一部に病害抵抗性の弱い「ハロツイ」を用いた。

夏湛水については昭和58年に表 2のように実施し,秋に

青刈作物を播種して翌59年この青刈作物を鋤込んだ後,大

豆―麦の 1年 2作体系を61年まで継続した。59年播種の小

麦は気象不良のために収穫が得られず,こ こでは小麦作に

ついて60年 ,61年のデータのみを載せた。

表 2 夏湛水処理 試験区の構成及び作付体系

3 試験結果と考察

ll)春湛水処理

春湛水処理を行った際の上壌の酸化還元電位は,表 3に

示したように,ほぼEhで100mV程度まで低 ドしており,

土壌の還元化がかなり進むことが知られた。しかしこのよ

うな遼元状態をどの程度の期間に互って維持すべきかは ,

更に検討すべき課題である。湛水終了後,7月 中旬に晩播

の大豆を播種してその生育収量をみたあと,翌年は普通播

大豆を栽培して得た結果を表 3に示した,61年は湛水直後

のため砕土率が不良で,また晩播であるために大豆の生育

量は不充分であって,子実収量としても20″ノ′程度と低

く,処理の区間差も明らかでなかった。しかし,62年は普

通播きのため生育は旺盛で,区間差もみられた。すなわち,
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表 3 春湛水後の土壌のEh及び大豆の生育収量

無湛水区に比し,湛水処理区で収量が高まり,特に有機物

鋤込 石灰窒素施用区で高い収量が得られた。
このような湛水処理の効果の一つとして病原菌に対する

抑制作用があるものと考え,耐病性の弱い品種「ハロンイ」

を62年に試験圃の一部に栽植した結果著しい黒根腐病の発

生がみられた。特に,無湛水区での発生率が高く,湛水処

理による黒根腐病の抑制効果が確認された (表 4)。

62年の跡地上壌について分析した結果を表 5に示した。

湛水処理を行うことにより,T― C,T― N,交換性加里
などが 2層部において高いことが認められ,無湛水条件で

は次第に減少するこれらの成分が,湛水することによりそ

の減少が抑えられたものとみられる。

12)夏湛水処理

夏湛泳処理については昭和58年の大豆を休閑して実施し,

59年以降の大豆―麦体系における小麦の生育収量で検討し

表 4 大豆ハロソイの黒根腐病調査
(昭和62年 ,春湛水試験,被害株率 %)

表 5 春湛水後の跡地土壌の性質 (62年 11月 )

た。表 6に示したように60年 ,61年描種の小麦では湛水処

理区の生育力・II盛で,子実収量も著しく増収した。特に61

年播種では標準となる無湛水区が著しく収量が低下してお

り,こ のような連作障害的症状が湛水処理区ではみられな

かった。大豆では小麦のような差異はみられず, 3年間と

も区間差が明らかでなかった。このような小麦と大豆の反

応の異なる理由は明らかでないが ,大豆―麦体系という 1

年 2作の方式の中に問題があるのかも知れない。跡地土壌

の分析結果では春湛水の場合と同様の傾向がみられた。

表 6 夏湛水あとの小麦の生育収量

4 ま

転換畑において休間期を利用して短期間の水稲無作機任

水処理を行い,水田機能を生かして大豆,麦などの生育収

量の向上をはかった結果,大豆播種前に行う春湛水処理で

は 2作目においてその効果を認め ,特に有機物鋤込 石灰
窒素施用の併用で効果がみられた。夏湛水処理では大豆で

は明らかでなかったが,小麦の 2,3作目において明瞭な
差を認めた。湛水処理の効果は,病害虫の防除,地力要因

の向上などの面において現われたものとみられる。
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